
1© KEMET Electronics Corporation ・ KEMET Tower ・ One East Broward Boulevard
　 Fort Lauderdale, FL 33301 USA ・ 954-766-2800 ・ www.kemet.com

TOK_A4054_EDT ・ 5/26/2021

表面実装アルミ電解コンデンサ

EDT、+125℃

概　要
KEMET の EDH 表面実装アルミ電解コンデンサは、最高
125℃の高使用温度と低背垂直チップを要する用途向けに
設計されています。

用　途
用途の例として、自動実装やリフローはんだ付けなどが挙
げられます。

特　長
・表面実装リード端子
・低背垂直チップ
・使用温度− 40℃～ +125℃
・125℃ /1,000 ～ 2,000 時間

品名呼称

EDT 107 M 010 A 9L AA

シリーズ 静電容量コード
（pF） 公差 定格電圧（VDC）電気パラメータ サイズコード 包装

表面実装
アルミ電解

最初の2桁は、
静電容量値の
有効数字を表

す。最終桁は、
追加する0の数
を指定する。

M = ±20% 010 = 10
016 = 16
025 = 25
035 = 35
050 = 50

A = 標準 
S = AEC–Q200

寸法表参照 AA = テープ&リール
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形状寸法　–　mm
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サイズ
コード

D L A/B C E

寸法 公差 寸法 公差 寸法 公差 寸法 公差 寸法 公差

9H 6.3 ±0.5 7.7 ±0.3 6.6 ±0.2 7.8 最大 2.6 ±0.2

9L 8.0 ±0.5 6.2 ±0.3 8.3 ±0.2 9.5 最大 3.4 ±0.2

9M 8.0 ±0.5 10.2 ±0.3 8.3 ±0.2 10.0 最大 3.4 ±0.2

9P 10.0 ±0.5 10.2 ±0.3 10.3 ±0.2 13.0 最大 3.5 ±0.2

9R 12.5 ±0.5 13.5 ±0.5 12.8 ±0.2 15.2 最大 4.9 ±0.2

9S 12.5 ±0.5 16.0 ±0.5 12.8 ±0.2 15.2 最大 4.9 ±0.2

サイズ
コード

F G P W

寸法 公差 寸法 公差 寸法 公差 寸法 公差

9H 0.3 最大 0.35 +0.15/−0.2 1.8 ±0.2 0.65 ±0.1

9L 0.3 最大 0.35 +0.15/−0.2 2.2 ±0.2 0.65 ±0.1

9M 0.3 最大 0.70 ±0.2 3.1 ±0.2 0.90 ±0.2

9P 0.3 最大 0.70 ±0.2 4.6 ±0.2 0.90 ±0.2

9R 0.3 最大 1.0 ±0.2 4.6 ±0.2 1.25 ±0.2

9S 0.3 最大 1.0 ±0.2 4.6 ±0.2 1.25 ±0.2
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表面実装アルミ電解コンデンサ
EDT、+125℃

製品特性

120 HzにおけるインピーダンスZ特性
定格電圧（VDC） 10 16 25 35 50 35 50

Z (−25℃)/Z (20℃) 2 2 2 2 2 2 2

Z (−40℃)/Z (20℃) 3 3 3 3 3 3 3

環境対応
環境配慮企業として、KEMET は、自社製コンデンサとその生産両方の環境影響の改善への取り組みを継続的に進めています。
欧州（RoHS 指令）および中国などその他一部の地理的地域においては、鉛（Pb）など一部有害物質の電子機器への使用を
防止する法令が施行されています。本カタログに記載されたすべての製品は、当社のお客様が自社製品を保証し、それら法
令要求事項を満たす義務の履行に役立つように製造されています。当社製品において唯一該当する材料は、鉛（Pb）でした
が、いずれの設計からもすでに排除しており、どの均質材料においても含有率 0.1% 未満という要求事項を満たしています。
KEMET は、世界中の法令の変更を詳しく注視し、必要であれば必ず、自社製品に対して必要な変更を行います。

医療用、軍用、および自動車用電子機器など、一部顧客セグメントでは、依然として電極コーティングに鉛を使用する必要
がある場合もあります。状況を明確化し、製品同士を区別するため、RoHS 対応コンデンサの包装ラベルに特殊記号を使用
しています。

顧客要求事項により、鉛フリー（LF）や、鉛フリーワイヤ（LFW）などの追加マーキングをラベルに表示する場合もあります。

項目 製品特性
静電容量範囲 22 – 1,000 μF

静電容量公差 120 Hz/20℃において±20%

定格電圧 −40℃ to +125℃
寿命試験 2,000時間（「試験方法および性能」に記載の条件を参照）
使用温度 −40℃～+105℃ −25℃～+105℃

漏れ電流
I ≤ 0.01 CVまたは3 μAのうち、値の大きい方

C = 定格静電容量（μF）、V = 定格電圧（VDC）。20℃での2分間印加電圧

振動試験仕様
車載版：部品番号位置11 = "S"

最大加速度5G。3方向（X軸、Y軸、およびZ軸）において加振。10～2,000 Hzにて各回4時間。
（コンデンサ本体をクランプで固定のこと）
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リップル電流（RC）対周波数の補償係数
周波数 60 Hz 120 Hz 1 kHz 10 kHz

係数 0.85 1.00 1.10 1.20

条件 負荷寿命試験 保管寿命試験
温度 125℃ 125℃

試験時間 2,000時間 1,000時間
リップル電流 120 Hz、105℃における規定最大リップル電流 リップル電流印加なし

電圧 DC電圧とピークAC電圧との合計値が、
コンデンサの定格電圧を超えないこと 電圧印加なし

性能 コンデンサが20℃まで戻った時点で、下記仕様が満たされること：
静電容量変化 缶径 = 4～6.3 mm、初期値の±25%以内 缶径 = 8～16 mm、初期値の±20%以内

誘電正接 指定値の200%以下である
漏れ電流 指定値以下である

試験方法および性能

コンデンサは、長期間の保管後も、静電容量、ESR、およびインピーダンスが大きく変化することはありません。ただし、
漏れ電流は、非常に緩慢ながらも増加します。 

KEMET の E アルミ電解コンデンサは、高温下、または湿度レベルの高い場所に保管しないでください。KEMET の E アル
ミ電解コンデンサの適切な保管条件は、温度 +5 ～ +35℃および相対湿度 75% 未満です。KEMET の E アルミ電解コンデ
ンサを、水スプレー、塩水スプレー、オイルスプレーなどの湿潤条件下で保管しないでください。KEMET の E アルミ電解
コンデンサを、有害ガス（硫化水素、亜硫酸ガス、亜硝酸、塩素ガス、アンモニウムなど）の充満した環境に保管しないで
ください。KEMET の E アルミ電解コンデンサを、オゾン、紫外線光、または放射線にさらされる環境に保管しないでくだ
さい。

上記条件下で 18 カ月を超えてコンデンサを保管した結果、漏れ電流の増加が認められる場合、電圧印加処理を推奨します。

常温下で 1 時間、定格電圧をコンデンサに印加してください。または、漏れ電流が定常値まで下がり、規定限度未満になる
まで印加してください。再時効処理中の最大充電電流については、規定漏れ電流の 2 倍または 5mA のうち、いずれか大き
い方を推奨します。

保管寿命

再時効処理（再生処理）手順
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VDC VDC
サージ電圧

定格静電容量
120Hz、20℃

(μF)
ケースサイズ
D × L (mm)

DF
120Hz、20℃
（tanδ%）

RC120Hz、
105℃(mA)

LC20℃、
2分間(μA) 品名

10 13 100 8 x 6.2 26 75 10.0 EDT107M010(1)9LAA
10 13 150 6.3 x 7.7 26 70 15.0 EDT157M010(1)9HAA
10 13 150 8 x 6.2 26 75 15.0 EDT157M010(1)9LAA
10 13 220 8 x 10.2 26 130 22.0 EDT227M010(1)9MAA
10 13 330 8 x 10.2 26 130 33.0 EDT337M010(1)9MAA
10 13 470 10 x 10.2 26 180 47.0 EDT477M010(1)9PAA
10 13 680 10 x 10.2 26 180 68.0 EDT687M010(1)9PAA
10 13 1000 10 x 10.2 26 180 100.0 EDT108M010(1)9PAA
16 20 47 6.3 x 7.7 2 70 7.5 EDT476M016(1)9HAA
16 20 100 6.3 x 7.7 2 70 16.0 EDT107M016(1)9HAA
16 20 100 8 x 6.2 2 75 16.0 EDT107M016(1)9LAA
16 20 150 8 x 10.2 2 130 24.0 EDT157M016(1)9MAA
16 20 220 8 x 10.2 2 130 35.2 EDT227M016(1)9MAA
16 20 330 8 x 10.2 2 180 52.8 EDT337M016(1)9MAA
16 20 470 10 x 10.2 2 180 75.2 EDT477M016(1)9PAA
25 32 47 6.3 x 7.7 18 70 11.8 EDT476M025(1)9HAA
25 32 47 8 x 6.2 18 75 11.8 EDT476M025(1)9LAA
25 32 100 6.3 x 7.7 18 70 25.0 EDT107M025(1)9HAA
25 32 100 8 x 6.2 18 75 25.0 EDT107M025(1)9LAA
25 32 100 8 x 10.2 18 130 25.0 EDT107M025(1)9MAA
25 32 150 8 x 10.2 18 130 37.5 EDT157M025(1)9MAA
25 32 220 10 x 10.2 18 180 55.0 EDT227M025(1)9PAA
25 32 330 10 x 10.2 18 180 82.5 EDT337M025(1)9PAA
35 44 22 6.3 x 7.7 14 70 7.7 EDT226M035(1)9HAA
35 44 33 6.3 x 7.7 14 70 11.6 EDT336M035(1)9HAA
35 44 33 8 x 6.2 14 75 11.6 EDT336M035(1)9LAA
35 44 47 8 x 6.2 14 75 16.5 EDT476M035(1)9LAA
35 44 47 8 x 10.2 14 130 16.5 EDT476M035(1)9MAA
35 44 100 8 x 10.2 14 130 35.0 EDT107M035(1)9MAA
35 44 150 10 x 10.2 14 180 52.5 EDT157M035(1)9PAA
35 44 220 10 x 10.2 14 180 77.0 EDT227M035(1)9PAA
50 63 22 8 x 6.2 12 75 11.0 EDT226M050(1)9LAA
50 63 33 8 x 10.2 12 130 16.5 EDT336M050(1)9MAA
50 63 47 8 x 10.2 12 130 23.5 EDT476M050(1)9MAA
50 63 100 10 x 10.2 12 180 50.0 EDT107M050(1)9PAA

VDC VDCサージ 定格静電容量 ケースサイズ DF RC LC 品名

（1）電気パラメータコードを挿入してください。提供オプションについては、部品体系をご覧ください。

表1 - 製品一覧
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実装位置（安全ベント）

取付

電解コンデンサの動作中、漏れ電流が常時流れ、これにより電解が発生します。電解によって生じた酸素によって誘電体層
が再生しますが、同時に、水素の放出によりコンデンサの内圧が上昇するおそれがあります。過圧ベント、もしくは安全ベ
ントにより、圧力が一定値に達した時、ガスを確実に逃がすことができます。実装位置を問わず、安全ベントが必ず正常に
動作するようにしなければなりません。

・�一般原則として、コンデンサは、動作時の温度が低ければ低いほど、耐用寿命が長くなります。したがって、電解コンデ
ンサは、必ず発熱部品から離して配置する必要があります。とくに高リップル電流負荷がかかる場合、部品同士の間隔を
適度に開け、冷却エアが循環できるようにする必要があります。どのような場合でも、最大カテゴリ温度を超えることが
ないようにしなければなりません。

・コンデンサのケースを変形させたり、ケースの変形したコンデンサを使用したりしないでください。
・過度の機械力をかけることなく、各コンデンサの接続部を基板に挿入できることを確認してください。
・コンデンサ取付手段が別途必要な場合、推奨取付付属品を使用するものとします。
・基板上のコンデンサの分極に問題がないことを確認してください。
・圧力除去装置周りのスペースが、下記のガイドラインに沿っていることを確認してください：

コンデンサは、必ず安全装置を一番上にして、または安全装置がコンデンサの上部に来るようにして実装することを推奨し
ます。
・�コンデンサを長期保管する場合、漏れ電流の検証を行ってください。漏れ電流が本カタログ記載値を上回っている場合、

コンデンサの再生処理を行わなければなりません。この場合、コンデンサは、VR ≤ 160V（5W 抵抗）のものについては
約 1k Ωの直列抵抗を介して、それ以外の定格電圧のものについては 10k Ωの直列抵抗を介して、定格電圧を印加するこ
とで再生されます。

・�コンデンサ同士を直列接続する場合、電圧分担を適切に行わなければなりません。
平衡用抵抗器の場合、抵抗値は概算で R=60/C となります。

しかしながら、KEMET では、各コンデンサにかかる電圧を定格電圧以内に収めるよう推奨しています。

ケース直径 安全ベント周囲スペース
≤ 16 mm > 2 mm

> 16 mm～≤ 40 mm > 3 mm

2225 > 5 mm
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適用・使用ガイドライン

等価直列回路の容量成分（等価直列静電容量（ESC））は、周波数 120Hz または 100Hz、温度 20℃にて交流電圧 ≤ 0.5 V
を印加することで求めることができます（IEC384-1、384-4）。

電気定格：
静電容量（ESC）

静電容量の温度依存性
電解コンデンサの静電容量は温度によって決まります。温度が低下するにつれ電解質の粘度が増加し、その結果、電解質の
導電性が低下します。
温度が下がると静電容量は低下します。さらに、温度ドリフトによって電機子が膨張するため、静電容量が変化します（対
象シリーズにより、0 ～ 80℃の間で最大 20%）。この現象は、他の種類のコンデンサの場合よりも電解コンデンサの場合に
顕著になります。

静電容量の周波数依存性
静電容量成分が優勢な範囲にインピーダンスが収まるかぎり、実効静電容量値はインピーダンス曲線から導出されます。

誘電正接tanδ（DF）
誘電正接 tan δとは、正弦波形電圧に対する有効電力と無効電力との比です。これは、実際のコンデンサと理想的なコンデ
ンサとの乖離の度合いと見ることができます。

Tan δの測定は、直列静電容量 ESC に適用するものと同一のセットアップで行います。
ESC = 等価直列静電容量
ESR = 等価直列抵抗
の場合：
Tan δ = ω× ESC × ESR

無効

有効

理想
実際

Equivalent

Capacitance

電解コンデンサの簡易等価回路図

C = 1
2π fZ

C = 静電容量（F）
f = 周波数（Hz）
Z = インピーダンス（Ω）

無効

有効

理想
実際

Equivalent

Capacitance
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等価直列インダクタンス（ESL）
等価直列インダクタンスまたは自己インダクタンスは、コンデンサの端子構成と内部設計とに起因して発生します。

等価直列
静電容量
（ESC）

等価直列
抵抗
（ESR）

等価直列
インダクタンス
（ESL）

コンデンサ等価内部回路

Co Re L

Ce

Co Re L

Ce

等価直列
静電容量
（ESC）

等価直列
抵抗
（ESR）

等価直列
インダクタンス
（ESL）

コンデンサ等価内部回路

Co Re L

Ce

Co Re L

Ce

等価直列抵抗（ESR）
等価直列抵抗は、等価直列回路の抵抗成分です。ESR 値は周波数と温度によって決まり、以下の式によって tan δと関連付
けられます：

インピーダンス（Z）
電解コンデンサのインピーダンスは、下図の各等価直列成分からなる回路から発生します：

この値を計算する際、定格静電容量の許容誤差範囲を考慮しなければなりません。

Co = アルミナ静電容量（誘電体の表面および厚さ）。
Re = 電解質と紙との混合物の抵抗（その他の周波数依存性のない、タブ、プレートなどの抵抗は考慮しない）。
Ce = 電解質含浸紙の静電容量。
L = コンデンサの巻線と各端子との誘導性リアクタンス。
電解コンデンサのインピーダンスは、どんな条件下においても値の変わらない一定量ではなく、周波数および温度次第で変
化します。
ある特定の温度に対する周波数（正弦波形）の関数としてのインピーダンスは、以下のように表されます：

ESR = tan δ
2πf ESC

ESR = 等価直列抵抗（Ω）
tan δ = 誘電正接
ESC = 等価直列静電容量（F）
f = 周波数（Hz）



9© KEMET Electronics Corporation ・ KEMET Tower ・ One East Broward Boulevard
　 Fort Lauderdale, FL 33301 USA ・ 954-766-2800 ・ www.kemet.com

TOK_A4054_EDT ・ 5/26/2021

表面実装アルミ電解コンデンサ
EDT、+125℃

インピーダンス（Z）（続き）

0 .1 1 1 0 1 0 0 1,000 10,000
0 .1

1

1 0

1 0 0

1,000

Z [ohm ]

F [K H z ]

B

C

A

1 /ωωωω C o

R e

1 /ωωωω C e

ωL

0 .1 1 1 0 1 0 0 1,000 10,000
0 .1

1

1 0

1 0 0

1,000

Z (oh m )

F (K H z)

8 5 °C

2 0 °C

10 µF

-4 0°C

・低周波数では、容量性リアクタンスが優勢となる。
・容量性リアクタンス Xc = 1/ ω Co は、周波数の増加につれて低下し続け、最終的に電解質抵抗 Re(A) と同じ桁に達する。
・さらに高い周波数においても、電解質の抵抗が優勢になる：Z = Re（A - B）
・�コンデンサの共振周波数（ω 0）に達すると、容量性リアクタンスと誘導性リアクタンスが相殺し合い、1/ ω Ce = ω L, 

ω 0 = 1/SQR（LCe）となる。
・�この周波数を超える場合、巻線とその各端子との誘導性リアクタンス (XL = Z = ω L) が有効になり、その結果、インピー

ダンスが増加する。
一般的には、Ce ≈ 0.01 Co と概算できます。

温度値が変化する場合における周波数（正弦波形）の関数としてのインピーダンスは、以下のように表されます（代表値）：

Re は、電解コンデンサ等価回路において温度依存性がもっとも高い成分です。温度が上昇すると、電解質の抵抗率が低下し
ます。
温度範囲全体に渡って低いインピーダンス値を得るには、Re を可能な限り小さくしなければなりません。ただし、Re 値が過
度に低いということは、電解質の反応性が極めて高く、その結果、高温下における電解コンデンサの寿命が短くなることを
意味します。妥協点を見つけなければなりません。
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B

C

A

1 /ωωωω C o

R e

1 /ωωωω C e

ωL

0 .1 1 1 0 1 0 0 1,000 10,000
0 .1

1

1 0

1 0 0

1,000

Z (oh m )

F (K H z)

8 5 °C

2 0 °C

10 µF

-4 0°C



10© KEMET Electronics Corporation ・ KEMET Tower ・ One East Broward Boulevard
　 Fort Lauderdale, FL 33301 USA ・ 954-766-2800 ・ www.kemet.com

TOK_A4054_EDT ・ 5/26/2021

表面実装アルミ電解コンデンサ
EDT、+125℃

漏れ電流（LC）
アルミナ層が誘電体として働くので、長期の DC 電圧印加後も、小電流が流れ続けます。この電流を漏れ電流と言います。

たとえば、電圧をかけずにコンデンサを長期保管した後などの場合、コンデンサに電圧を印加すると高い漏れ電流が流れま
すが、その後、数分経つと低下します。連続使用の過程で、漏れ電流は減少し、ほぼ一定の値に達します。

電圧をかけずに保管すると、とくに高温下で酸化物層が劣化するおそれがあります。酸素イオンを陽極へ運ぶ漏れ電流が存
在しないので、酸化物層が再生されません。その結果、長期保管した後に電圧を印加すると通常よりも高い漏れ電流が流れ
ます。

使用時に酸化物層が再生されるため、漏れ電流は次第に小さくなり、通常レベルまで低下します。
温度が一定な場合における漏れ電流と印加電圧との関係を模式的に示すと、以下のようになります：

VF = 化成電圧
このレベルを超えると、熱とガスが大量に生成され、コンデンサが損傷するおそれがあります。
VR = 定格電圧
このレベルは、曲線の線形部の最高点を表します。
VS = サージ電圧
これは、VR と VF との間で生じます。コンデンサに VS をかけられるのは、ごく短時間です。

電解コンデンサは、受入れ試験前に再生処理にかけます。この事前調整は、製品間比較時に同一初期条件が確実に維持され
るようにすることを目的とします。

リップル電流（RC）
最大リップル電流値の決定要因は、以下のとおりです：
・周囲温度
・コンデンサの表面積（放熱面積）tan δ、または ESR
・周波数
コンデンサの寿命は、熱応力によって決まります。

I

VR VF VVS
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リップル電流の周波数依存性
ESR、つまり tan δは、印加電圧の周波数によって決まります。このことは、許容リップル電流も周波数の関数であること
を意味します。

リップル電流の温度依存性
データシートにおいて、カテゴリ上限温度における最大リップル電流をコンデンサ別に定めています。

予想寿命計算
予想寿命は、次の式に従い、使用温度によって決まります：　L = Lo x 2(To-T)/10

L：　予想寿命
Lo：　最大許容使用温度における負荷寿命
T：　実使用温度
To：　最大許容使用温度

この式の該当範囲は、40℃～ To です。

予想寿命計算グラフ

予想寿命（h）

実
使
用
温
度（
℃
）



12© KEMET Electronics Corporation ・ KEMET Tower ・ One East Broward Boulevard
　 Fort Lauderdale, FL 33301 USA ・ 954-766-2800 ・ www.kemet.com

TOK_A4054_EDT ・ 5/26/2021

表面実装アルミ電解コンデンサ
EDT、+125℃

包装当たり数量

サイズコード 直径（mm） 長さ（mm） 個数／リール 個数／箱
（1箱当たり4リール）

9H 6.3 7.7 1,000 10,000

9L 8.0 6.2 1,000 10,000

9M 8.0 10.2 500 4,000

9P 10.0 10.2 500 4,000

9R 12.5 13.5 200 1,200

9S 12.5 16.0 200 1,200

※ Y = 年
コード 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

年 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

※ M = 月
コード 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

※ M = 製造内部コード
規格 2 3

AEC–Q200

1 4 5 6 7 8 9

A B C D E F G

H I J K L M N

O P Q R S T U

V W X Y Z

表面実装タイプの標準マーキング

負極性黒色列 静電容量（μF）
定格電圧（VDC）

シリーズ識別※

年月コード（年月）

※一つ目の文字はシリーズを表します。
　二つ目の文字　-　空白または“A” = 標準品
 “S” = 車載用

注記：定格電圧 6.3 V は 6 V と表示されますが、6.3 V は保証されるものとします。
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構造

断面詳細図

マージン

ラバーシール
端子タブ

リード

端子タブ

アルミ缶

エッチング・アルミナ被覆済み
陽極アルミ箔
（第2層）

陰極アルミ箔、
エッチング済み
（第4層）

電解質含浸紙
スペーサ（第1層）

電解質含浸紙
スペーサ
（第3層）

ラバーシール

アルミ缶

リード（+）

リード（－）
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はんだ付け条件は、下記指定条件内に収まっていなければなりません：
コンデンサ本体を溶融はんだに浸漬させないこと。コンデンサ端子以外にフラックスを塗布しないこと。

蒸気伝熱式の装置は非推奨です。はんだ付け装置は赤外線放射や熱風など、熱的なものである必要があります。以下の表に
示すはんだ付け条件を順守してください。
下記限度を守り、リフローの反復を避けてください。

はんだ付け工程

予熱

時間（秒）

コ
ン
デ
ン
サ
端
子
温
度
（
℃
）

T2

T3

T1

T0

リフローはんだ付け

鉛フリーリフローはんだ付け

鉛フリーリフローはんだ付け（続き）

温度（℃） 最大時間
（秒）

T0 20 – 140 60

予熱 140 – 180 150

T1 180 – 140 100

T2 > 200 60

T3 230 20

温度（℃） 最大時間
（秒）

T0 20 – 160 60

予熱 160 – 190 120

T1 190 – 180 90

T2 > 220 60

T3

サイズ 温度
（℃）

最大時間
（秒）

Φ4 ~ Φ5 (4 – 50 V)
250 10

260 5

Φ6.3 ~ Φ10 (4 – 50 V) 250 5

Φ4 ~ Φ10 (63 – 100 V) 250 5

T3

サイズ 温度
（℃）

最大時間
（秒）

Φ4 ~ Φ5 (4 – 50 V)
250 10

260 5

Φ6.3 ~ Φ10 (4 – 50 V) 250 5

Φ4 ~ Φ10 (63 – 100 V) 250 5

≥ Φ12.5 250 5
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リードのテーピング・包装

自動挿入機用テーピング

チップコンポーネント

チップポケット送り穴

t2 

t1 
P2 P0

A

B

P1

E
F
W

ØD0

テープ走行方向

D H

W

チップコンポーネント

チップポケット送り穴

t2 

t1 
P2 P0

A

B

P1
E

F
W

ØD0

テープ走行方向

D H

W

ケースサイズ
(mm)

リール
D H W

±0.2 ±0.8 ±1.0

4 x 5.4

380

21 14

5 x 5.4 21 14

6.3 x 5.4 21 18

6.3 x 5.8 21 18

6.3 x 7.7 21 18

8 x 6.2 21 18

8 x 10.2 21 26

10 x 10.2 21 26

寸法(mm) W A B P0 P1 P2 F D0 E t1 t2

公差 寸法 寸法 寸法 ±0.1 ±0.1 ±0.1 寸法 ±0.1 寸法 寸法 寸法
4 x 5.4 12 4.7 4.7 4 8 2 5.5 1.5 1.75 0.4 5.8

5 x 5.4 12 5.7 5.7 4 12 2 5.5 1.5 1.75 0.4 5.8

6.3 x 5.4 16 7.0 7.0 4 12 2 7.5 1.5 1.75 0.4 5.8

6.3 x 7.7 16 7.0 7.0 4 12 2 7.5 1.5 1.75 0.4 5.8

8 x 6.2 16 8.7 8.7 4 12 2 7.5 1.5 1.75 0.4 6.8

8 x 10.2 24 8.7 8.7 4 16 2 11.5 1.5 1.75 0.4 11.0

10 x 10.2 24 10.7 10.7 4 16 2 11.5 1.5 1.75 0.4 11.0

12.5 x 13.5 32 13.4 13.4 4 24 2 14.2 1.5 1.75 0.5 14.0

12.5 x 16 32 13.4 13.4 4 24 2 14.2 1.5 1.75 0.5 17.5

16 x 16.5 44 17.5 17.5 4 28 2 20.2 1.5 1.75 0.5 17.5



16© KEMET Electronics Corporation ・ KEMET Tower ・ One East Broward Boulevard
　 Fort Lauderdale, FL 33301 USA ・ 954-766-2800 ・ www.kemet.com

TOK_A4054_EDT ・ 5/26/2021

表面実装アルミ電解コンデンサ
EDT、+125℃

構造データ

電気：
・漏れ電流
・静電容量
・ESR
・インピーダンス
・誘電正接 Tan δ

機械的／外観：
・全体寸法
・実装スタッドトルク試験
・印字内容
・箱ラベル
・包装（包装数量込み）

製造工程では、まず、陽極箔に対して電気化学エッチン
グ処理を行って表面積を広げ、つぎに「化成」処理によっ
てアルミナ層を生成します。つぎに、陽極箔と陰極箔と
の両方を吸収紙と交互挿入して、円筒状に巻き取ります。
巻取工程においては、アルミタブを各箔に取り付け、電
気接点となるようにします。

端子を備えたデッキを各タブに取り付け、下向きに折り
曲げて巻線の上面に載せます。巻線全体を電解質で含浸
させてから、適切な容器（通常、アルミ缶）に格納して
密閉します。この工程の間中、ハウジング内の材料をす
べて高純度に維持し、電解質と共存できるようにしなけ
ればなりません。

各コンデンサは、スリーブを装着して包装する前にそれ
ぞれ時効処理と試験を行っています。
時効処理は、酸化物層内の損傷を修復することにより、
漏れ電流を極めて低いレベルまで低減することを目的と
します。通常、時効処理はコンデンサの定格温度で行い、
最後に供給電流を慎重に制御しながらコンデンサに電圧
をかけます。場合により、この工程は完了までに数時間
を要します。

酸化物層は様々な原因により損傷する可能性がありま
す：
・化成処理後の陽極箔のスリッティング
・陽極箔へのタブの取り付け
・巻取りの過程で発生する軽微な機械的損傷

生産工程の完了後、品質部門においてバッチごとにサン
プル抜取りを行います。このときのサンプルサイズは、
BS6001 において規定している公認サンプリング表に
よって管理します。

以下の試験を適用しますが、お客様のご要望に応じ、変
更にも対応いたします。その場合、バッチまたは特殊な
手順により、作業の進め方が決まります。

拡張陰極

陽極箔

陰極箔

ティッシュ

箔タブ

 

 

 

 

時効処理 

 

 

 

エッチング処理

化成処理

巻取り

デッキング

含浸処理

組立て

試験

スリーブ装着

包装
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KEMET エレクトロニクス株式会社営業拠点
グローバルな営業拠点の全リストについては、www.kemet.com/sales をご覧ください。

免責事項
このデータシートに記載している、全製品の仕様、説明、情報、およびデータ（これらを「情報」と概括する）は、変更す
る場合があります。指示が発せられた際、お客様は、本刊行物に記載されている情報がどの程度まで当該指示に該当するのか、
確認および検証する責任があります。

ここに記載するすべての情報については、その正確性および信頼性に万全を期しておりますが、これらの情報は、明示また
は黙示された、いかなる種類の保証または責任も伴わずに提示されたものとします。
特定の用途に対する適合性の説明は、KEMET エレクトロニクス（「KEMET」）が有する、当該用途における一般的な使用状
況についての知見に基づいています。しかし、お客様の特定の使用等に対する適合性に関しては、いかなる保証もするもの
ではなく、KEMET としても保証いたしかねます。

本情報は、ご自身の用途に適う適切な製品を選択するために必要な経験、および能力をお持ちのお客様の利用を念頭に構成
されています。KEMET 製品の使用に関する技術的な助言について、本情報に記載されるもの、または KEMET が提供する
ものについては無料とさせていただきますが、KEMET は、当該助言もしくはそれに伴う結果について、いかなる義務また
は債務も負いません。

KEMET では、非常に厳格な品質・安全基準に基づいて製品の設計および製造を行っていますが、最先端技術が使用されて
いる場合、構成部品の中にはいまだに不具合が生じる可能性があるものもございます。したがって、高度の信頼性または安
全性を要求される用途をお客様がご所望される場合、電気部品の不具合によるケガの危険または財産の損失を確実に防止す
るため、適切な設計もしくはその他の予防措置（保護回路または冗長性の配備など）を採用する必要があります。
製品に関連するすべての警告、注意書き、および留意事項を遵守していただく必要がありますが、安全対策全般について軽
視されたり、または他の対策が不必要であると考えたりするべきではありません。

KEMET is a registered trademark of KEMET Electronics Corporation.


